令和７年度学校評価報告書
学校名　都城市立五十市小学校
校長名　堀之内　伸浩
学校の教育目標　　よく学び、情操豊かで活力ある児童の育成
学校経営ビジョン　　「笑顔あふれる五小っ子の学舎の創造」～児童一人一人を大切にすることを基本理念とした、「チーム五十市」として一丸となった教育～

自己評価及び学校関係者評価：Ａ（目標を十分に達成している）　Ｂ（目標を概ね達成している）　Ｃ（目標達成の取組や方法に改善の必要あり）
	重点目標
	目標達成のための手段
	取組状況・成果・課題・改善策等
	自己評価
	評価
	学校運営協議会委員コメント

	児童一人一人を
大切にする教育
	(1) 自ら学びに向かう子どもの育成（「わさび」を意識した授業）
(2) 特別支援教育や人権教育の取組推進
(3) 生徒指導の充実
(4) 健康安全意識の向上
	○児童の約90%が主体的な学びについて肯定的な回答。
○多様な背景をもつすべての児童が安心して過ごせるように、「いちハピ」（相手も自分もハッピーになる挨拶や言動）を展開。児童の挨拶や思いやりのある言動の広がりが、校内だけでなく家庭や地域にも見られた。
○児童の94％が学校に行くのは楽しいと肯定的な回答。
　（そのうち「とっても楽しい」62.7％）
	A
	A
	○「いちハピ」の取組が子どもたちの心に浸透し、地域での挨拶が向上していることに、確かな教育効果を実感している。
○不登校児童の対応に、地域のボランティアを活用した教育の保障を検討してはどうか。

	地域とともにある学校づくりの推進
	(1) 学校の取組の積極的な発信

(2) 外部講師による学習機会（体験活動）の充実





(3) PTA・学校運営協議会と一体となった教育活動の推進
(4) 小中一貫教育・保幼小連携の推進
	○学校ホームページを毎日更新し、学校の教育活動の様子を積極的に発信することができた。
〇各学年で、地域のボランティアの方や大学教授等様々な分野の専門家を講師に招き、学習の充実を図ることができた。（例）４年：みやだいずでみそ作り。５年：田植えや稲刈り。自分たちで作った米とみそを使った調理実習。
○児童の84.6％が「地域や社会をよくするために何かしてみたい」について肯定的な回答。
○様々な教育活動でＰTA・地域と協力して実施できた。
●主体的・継続的な参画体制の更なる構築。
○小中一貫教育合同研修を年３回実施。６月には、保育園や幼稚園の教諭を招き、１年生の授業参観を実施。
	A
	A
	○地域ボランティアが教育活動に参加する機会が増えており、これを校区の強みとして継続すべきである。全学年で実施できるとよい。
○児童が地域活動に参加できるような工夫をお願いしたい。
○コロナ禍を経て組織の在り方が変わった今を、PTA活動をより魅力的なものへ作り直すチャンスと捉え、PR活動などを通じて地域に活動を可視化していくとよいのではないか。

	チーム五十市として一丸となった教育
	(1) 全職員が互いの立場を理解し、協力し合える雰囲気づくり

(2) 組織的な対応
(3) コンプライアンス意識の高揚
	○メンター制で職員研修を実施することで、学年を超えた組織的な若手支援体制ができている。OJTによる協働的な学びを通じ、全職員が相互に理解し協力し合える雰囲気がある。（教職員の「個々の強みを生かし共に学び合う職場環境である」の肯定的な回答100％）
○報告・連絡・相談が常時、迅速かつ丁寧に実行できた。
○年２回のコンプライアンス研修に加え、定期的なチェックを実施することで、重点取組事項（５項目）の徹底を図った。
	A
	A
	○良好な職場環境と教職員の心のゆとりが、子どもたち一人ひとりと向き合う時間の充実や、よりきめ細やかな指導へとさらに還元されることを期待する。
○年２回の研修や定期的なチェック体制から、コンプライアンス意識の高さが伺える。

	教育の質の向上に向けた働き方改革の推進
	(1) 効率化へ向けた校務DXの推進
(2) 取組の精選と重点化
(3) 関係機関との役割の明確化
	○ポータルサイトの運用に向けた研修を１月に実施。
●更なる校務DXへの意識改革。
○外部機関のSC、SSW、スクールサポーター等を積極的に活用し、専門的な知見を効果的に生かした児童対応をすることができた。
	B
	A
	○SSWやSCが、家庭訪問や学習支援、児童や保護者の悩み相談など、専門的知見を活かして多角的に支援を展開している点を高く評価する。



